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《8-9 月の海況》 
 

沿岸定地水温は、8 月は浜田、恵曇とも前半は平年並

みで後半はかなり高めとなりました。9 月に入ってから

は浜田、恵曇とも平年よりかなり高めに推移しています。 

 

 《 8 月の漁況 》 
【中型まき網漁業】 
 浜田ではマアジ、マサバ、ブリなどが漁獲されましたが、主力のマアジが平年の 3 割と不調だったことから
漁獲量、漁獲金額とも平年の 7 割に留まりました。浦郷ではマアジ、ウルメイワシを主体に漁獲量、金額はそ
れぞれ平年の 1.4 倍、1.2 倍と好調に推移しました。西郷ではマアジ、ブリを主体に漁獲量、金額はそれぞれ
平年の 1.2 倍、9 割でした。 
【イカ釣漁業】 

浜田港（属地 5 トン以上）ではケンサキイカ中心の漁況で、前月と同様に漁獲量は平年の 7 割と低調でした。
西郷（属人 5 トン以上）も浜田と同様にケンサキイカ中心の漁況で、前月に引き続いて漁獲量は平年の 3 割
と低調でした。 
【沖合底びき網漁業】 

浜田港では 1 ヶ統 1 航海あたり漁獲量は前年、平年（過去 10 年平均）を上回りました。漁獲の主体はムシ

ガレイ、ソウハチ、ニギス、アンコウでした。ソウハチを除く主要魚種は大型クラゲ来遊の影響を受け前年

に対し 2～4 割減少しました。ソウハチが 8 月にまとまって漁獲されたのは平成 11 年以来です。 
【シイラ漬け漁業】 
石見地区ではシイラのまとまった漁があり、単価も比較的安定していたことから、漁獲量、漁獲金額とも平

年の 1.4 倍と好調に推移しました。 
【バイかご漁業】 

石見・出雲地区のバイかごによるエッチュウバイの漁獲は前年並に好調で、漁獲量で平年（過去 5 年平均）

の 1.5 倍、金額では平年の 1.2 倍でした。今漁期全体では漁獲量は平年の 1.2 倍でしたが、漁獲金額では平年

の 9 割にとどまりました。 
【定置網漁業】 

出雲地区ではサワラ、マアジ、ウルメイワシ、カタクチイワシなどが多く漁獲され、漁獲量は平年の 1.4 倍
となりました。石見地区ではマアジ、ヒラマサ、ケンサキイカなどが漁獲され、漁獲量は平年の 7 割でした。
隠岐地区ではマアジ、マルアジ、ケンサキイカなどが漁獲され漁獲量は平年の 1.1 倍でした。 
【釣・縄】 

石見地区では前月と同様にこの時期の主力であるケンサキイカが平年の 4 割と不漁であったことなどから
漁獲量は平年の半分と低調でした。出雲地区でも石見地区と同様にケンサキイカが低調であったため漁獲量は
平年の 6 割でした。隠岐地区ではカサゴ・メバル類、キダイを主体に、漁獲量は平年の 8 割でした。 

 

8 月 月平均 平年差 評 価 

浜田 28.0℃ ＋1.3℃ やや高め 

恵曇 27.2℃ ＋1.3℃ やや高め 

    島根県水産技術センター    平成 19 年 9 月 27 日発行 

   トビウオ通信 漁況速報 (9 月号) 
          （本誌はホームページでもご覧いただけます。） 
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大型クラゲ情報：9 月下旬現在、定置網では散発的に 100-300 個の大量入網があります。小型底びき網でも 1網数個～

数十個以上の入網が報告されています。沖合底びき網も依然山口～益田沖で多量の入網が報告されています。 
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【平成19年8月の漁獲統計】 

総漁獲量 CPUE（1 隻（統）１航海あたり漁獲量） 
漁業種類 水揚港 主要魚種 

漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 

漁

模

様 

浜田 マアジ、マサバ、ブリ 187 トン 51 68 4 トン 61 72 ▲ 

西郷  マアジ、ブリ 2,407 トン 92 124 29 トン 108 138 ◎ 
まき網 

（中型・大中

型） 
浦郷 マアジ、ウルメイワシ 2,111 トン 82 138 32 トン 98 142 ◎ 

浜田  ケンサキイカ、スルメイカ 83 トン 66 74 184 ㎏ 75 101 ○ イカ釣り 

（５トン以上） 
西郷  ケンサキイカ、スルメイカ 11 トン 26 27 78 ㎏ 38 56 ▲ 

沖合 

底びき網 
浜田 ムシガレイ、ソウハチ、ニギス、アンコウ 166 トン 94 96 11 ﾄﾝ 106 120 ◎ 

シイラ漬け 和江 シイラ、ヒラマサ 113 トン 130 137 1,682 ㎏ 120 119 ◎ 

バイかご 久手 エッチュウバイ 16 トン 101 161 619kg 101 137 ◎ 

浜田 マアジ、ヒラマサ、ケンサキイカ 18 トン 24 36 331kg 40 46 ▲ 

美保関 サワラ、カタクチイワシ、マアジ 172 トン 62 147 916kg 85 161 ◎ 
定置網 

(大型） 

浦郷 カワハギ類、マアジ、カジキ、ブリ 17 トン 35 83 334kg 44 73 ○ 

仁摩  ケンサキイカ、ヒラメ、アマダイ 10 トン 78 45 20kg 77 48 ▲ 

大社  ケンサキイカ、ブリ 7 トン 90 107 15kg 126 110 ○ 釣り・縄 

西郷  カサゴ・メバル類、キダイ 12 トン 77 73 26kg 101 91 ○ 

平年比：過去5年（沖底のみ10年）の平均値との比較  漁模様（CPUE）：◎が平年以上、○が平年並み、▲が平年以下 


